
共通テスト対策　実用文速読トレーニング
大好評の「速読トレーニング」シリーズで実用文対策ができる！

▶１回 15分以内で完結するテスト教材で、時間を
　意識しながら実用文を読む練習ができます。
▶共通テストに向けた実用文演習の第一歩として
　３年生夏までの使用がおすすめです。
▶Google フォーム解答シート・紙面PDFを完備。

『実用文速読』A4判並製（21 Ommx297mm) 背3mm（無線綴じ） mmY 13 
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＊冊子タイプ仕様…本冊：A4判・32頁・1色／解答解説：A4変型判・32頁・2色

＊バラタイプ仕様…本冊：A4判・16枚（両面）・1色／解答解説：A4判・16枚（両面）・2色

（「本冊冊子／解答冊子」「本冊冊子／解答バラ」「本冊バラ／解答バラ」から納品形態をお選びいただけます。）

＊付属物：教師用 CD-ROM 1 枚　　　　　＊定価：528円（税込）

▼付属データ一覧
【CD-ROM収録データ】本冊・解答／追加問題／図版／紙面 PDF
【ダウンロードデータ】Google フォーム解答シート

（2024年 6 月頃公開予定。先生向けポータルサイト「チャート×ラボ」からダウンロードいただけます。）
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読解５分
解答４分

Ａ
さ
ん
は
「
偽・誤
情
報
」
に
つ
い
て
、【
資
料
Ⅰ
】
と
【
資
料
Ⅱ
】
を
踏
ま
え
た
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
次
の
【
目
次
】
は
、
Ａ
さ
ん
が
レ
ポ
ー

ト
の
構
成
と
内
容
を
考
え
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
制
限
時
間
内
に
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【目次】

テーマ：偽・誤情報の広がりと対策について

はじめに：テーマ設定の理由

第１章　偽・誤情報とは
　　　　 ａ 偽情報・誤情報の定義
　　　　 ｂ 世界的な偽・誤情報の広がり
　　　　 ｃ ｂによって起こる問題

第２章　データで見る日本における偽情報の広がり
　　　　 ａ 偽情報への接触頻度と接触したメディア・
　　　　 　 サービス
　　　　 ｂ 偽情報が広がる要因

第３章　偽・誤情報の広がりを防ぐためにすべきこと
　　　　 ａ 情報の根拠を確認すること
　　　　 ｂ 　　　　　　　　Ｘ　　　　　　　　
　　　　 ｃ 信頼できる情報源を参照すること

出典：【資料Ⅰ】総務省「令和５年度版　情報通信白書」を元に作成
� 【資料Ⅱ】厚生労働省ホームページ　黒

くろ
川
かわ
友
ゆう
哉
や
「誤情報に惑わされない

ために。情報リテラシーの重要性と正確な情報の受け止め方」

【資料Ⅰ】
　近年、インターネット上でフェイクニュースや真偽不明の誤った情報など（以下「偽・誤情

報」という。）に接触する機会が世界的に増加している。2020 年の新型コロナウイルス感染

症拡大以降は、当該感染症に関するデマや陰謀論などの偽・誤情報がネット上で氾濫し、世界

保健機関（WHO）はこのような現象を「infodemic」と呼び、世界へ警戒を呼びかけた。

　我が国でもインターネット上の偽・誤情報拡散の問題が拡大している。総務省が 2022 年３

月に実施した調査結果は以下の通りである。

【グラフ①】偽情報への接触頻度

毎日、またはほぼ毎日

最低週１回

月に数回

ほとんどない

一度も見たことがない

頻度はわからない

そもそも何がフェイクニュースなのかがわからない
0 （％）10 20 30 5040 60 70 80 90 100

19.1 12.0 16.6 18.6 20.2 10.7

2.9

【グラフ②】偽情報を見たメディア・サービス（上位５つを抜粋）

テレビ

ソーシャルネットワークサービス（SNS）

ポータルサイトやソーシャルメディアによる配信

ポータルサイトやソーシャルメディアによるニュース
配信記事

まとめサイトや個人のブログ
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26.7

58.5

25.0

20.7

24.3

5040 60 70（％）

　インターネット上において偽・誤情報が流通・拡散することは、利用者が多様な情報をもと

に物事を正確に理解し適切な判断を下すことを困難にし、利用者が安心・信頼してデジタル

サービスを利用することができなくなる危険がある。
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問
一
　【
資
料
Ⅱ
】
を
踏
ま
え
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
第
３
章
の
構
成
を
考
え
た
と
き
、【
目
次
】
の
空
欄
Ｘ
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
収
集
を
し
な
い
こ
と

イ
　
疑
わ
し
い
情
報
を
む
や
み
に
発
信
し
な
い
こ
と

ウ
　
ど
れ
が
事
実
で
ど
れ
が
意
見
か
を
見
極
め
る
こ
と

エ
　
社
会
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
は
発
信
を
避
け
る
こ
と

オ
　
専
門
家
や
研
究
者
か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
を
重
視
す
る
こ
と

問
二
　
Ａ
さ
ん
は
、【
資
料
Ⅰ
】【
資
料
Ⅱ
】
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
各
章
で
述
べ
る
内
容
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の

4

4

4

4

4

4

4

を
、

次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア
　
第
１
章 

ａ
　�「
偽
・
誤
情
報
」
と
は
「
真
偽
不
明
の
誤
っ
た
情
報
」
の
こ
と
を
指
し
、
意
図
的
に
作
ら
れ
た
虚
偽
の
情
報
を
「
偽
情
報
」、
誤
解
を

生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
不
確
実
な
情
報
を
「
誤
情
報
」
と
言
う
。

イ
　
第
１
章 

ｂ
　�

偽
・
誤
情
報
は
二
〇
二
〇
年
の
新
型
感
染
症
の
流
行
以
降
、
世
界
的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
感
染

症
と
と
も
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
世
界
保
健
機
関
は
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
呼
び
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

ウ
　
第
１
章 

ｃ
　�

偽
・
誤
情
報
の
拡
散
は
、
物
事
の
正
確
な
判
断
や
適
切
な
理
解
を
困
難
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
医
療
に
関
す
る
偽
・
誤
情
報
が
広
ま
っ

た
場
合
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
機
会
を
逃
が
し
た
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
は
ず
の
病
気
に
か
か
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

エ
　
第
２
章 

ａ
　�

二
〇
二
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
偽
情
報
に
週
に
１
回
以
上
接
触
す
る
人
は
全
体
の
約
３
割
で
あ
り
、
偽
情
報
を
見
た
メ
デ
ィ
ア
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」「
テ
レ
ビ
」「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
配
信
」
の
順
に
多
い
。

オ
　
第
２
章 

ｂ
　�

偽
・
誤
情
報
の
拡
散
は
、
発
信
す
る
側
と
受
信
す
る
側
の
双
方
に
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
特
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
で
偽
・
誤
情
報
に
接

触
す
る
機
会
が
多
い
の
は
、
誰
に
で
も
情
報
の
発
信
・
受
信
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
が
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

【資料Ⅱ】
　皆さんは、医療情報をどこから手に入れていますか？��テレビや雑誌、インターネットな
どから情報を入手している人が多いのではないかと思います。しかし、このような情報の中
には、科学的に不正確だったり、誤った理解を促してしまう「誤情報」や、意図的に発信さ
れた真実とは異なる「偽情報」が紛れ込んでいる場合があります。（中略）
　誤情報・偽情報はなぜ広がってしまうのでしょうか。これは、大元になる情報を発信する
人と、それを拡散してしまう人の両方に原因があるといわれています。誤情報・偽情報の発
信源となる人は、主に次の４つの理由から誤った情報を発信する傾向があると考えています。

　　1.�Money（金銭目的）
　　2.�Ideology（個人的な主義主張）
　　3.�Compromise（例えば過去の主張との整合性や周囲への妥協）
　　4.�Ego（自己承認欲求）

　また、このような誤情報・偽情報を受信した方が、善意からその情報を拡散してしまうこ
とがあります。特にインターネット上でこの「誤情報・偽情報拡散の連鎖」が次々に起こっ
てしまうと、短時間で非常に多くの方に誤った情報が広がってしまうことが問題となってい
ます。この現象は、今回の新型コロナウイルスの感染拡大（パンデミック）のように、社会
に「不安」が広がっているときに起こりやすいことが知られています。
　ＷＨＯは、このように「疾病（特に感染症）の広がりと共に、正確な情報と誤った情報が
混在し、情報で溢

あふ
れかえる状態」を「インフォデミック」と命名しました。感染症の世界的

な拡大である「パンデミック」と同様に、人々の健康に大きく影響を与える危険な状態とし
て注意を呼びかけています。ＷＨＯは、インフォデミックを防ぐために、まずは一人一人が
情報を鵜

う
吞
の
みにせず、周囲に誤った情報を拡散させない事が重要であると指摘しています。

　今まであまり聞いたことがなく、不安を煽
あお
るような情報を目にしたときには、少し立ち止

まり冷静に考えてみることが大切です。あなたが受け取った情報は、何が根拠になっている
のか明らかになっていますか？��医療や科学の専門家でない人が発信した「噂話」は疑って
かかることが重要です。また、たとえ発信者が過去に優れた業績を残した研究者などであっ
ても、個人の発信には注意が必要です。また、情報に出典がついているか、出典先に科学的
な根拠が示されているのかどうかも確認しておきましょう。医療情報を受信する時には、こ
のような基準に沿ってしっかりと判断することが大切です。そして、怪しいと思った情報
は、安易に次の人に渡さないようにしてください。
　情報がたくさん溢れている世の中で、正確な情報を見抜くということは簡単なことではあ
りません。行政機関や学会といった公的機関や複数の専門家による発信など、信頼できる情
報源を参照するようにしていただければと思います。
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全 15回。

すべての回に実用的な

文章や資料を収録！

設問は１回２問。

短時間で集中して

演習できる！

新刊

登録はこちら ▶ https://www.chart.co.jp/m-magazine/

『数研国語だより』好評配信中！
国語の先生向けメールマガジン

月１回、新刊案内や現代文・漢文に
まつわるコラムなどをお届けします
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